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2２０２０／３月号

第
31
期
委
員
会
の
活
動
方
針

　

主
管
委
員
会
と
し
て
各
委
員
会
の
活

動
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
成
果
の
最
大

化
を
図
る
と
と
も
に
、
会
議
所
活
動
の

見
え
る
化
を
推
進
す
る
。
商
工
会
議
所

機
能
の
最
大
化
を
目
的
に
、
未
来
を
拓

く
商
工
会
議
所
を
め
ざ
し
て
組
織
活
動

の
活
性
化
を
図
る
。

主
な
事
業

 

・ 

総
務
全
般
（
約
款
変
更
・
予
算
決

算
等
）

 

・ 

創
立
90
周
年
記
念
事
業
の
推
進

 

・
会
員
拡
大
の
推
進

 

・
共
済
事
業
の
推
進

 

・
情
報
発
信
力
（
広
報
力
）
の
強
化

　

生
産
性
向
上
へ
の
Ｉ
Ｔ
活
用
等
の
実

践
に
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
な
活
動
を

　

会
員
企
業
の
定
型
業
務
の
省
力
化
や

経
営
の
効
率
化
に
よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化

の
た
め
の
調
査
及
び
実
践
の
た
め
の
支

援
策
の
研
究
を
主
題
と
し
、
創
業
支
援

や
持
続
化
補
助
金
等
に
よ
る
販
路
拡
大

等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
対
策
の
研
究

委員長
 苅 田 裕 也

委員長
 生 駒 徹 志

委員長
 石 原 宏 明

委員長
 林 　 宏 和

委員長
 近 堂 申 洋

総
務
運
営
委
員
会

地
方
創
生
推
進
委
員
会

働
き
方
改
革
・
労
働
対
策
委
員
会

稼
ぐ
力
・
経
営
力
強
化
委
員
会

生
産
性
向
上
委
員
会

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
が
２
０
２
０
年
度
か
ら
第

2
期
に
入
る
に
あ
た
り
、
津
山
市
の
第

1
次
計
画
の
進
捗
状
況
等
の
調
査
と
第

2
次
計
画
で
の
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と

を
活
動
の
主
題
と
し
、
併
せ
て
広
域
連

携
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

大
学
や
国
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を

推
進
し
関
係
人
口
の
拡
大
を
支
援
す
る
。

主
な
事
業

 

・
美
作
国
商
工
団
体
と
の
連
携
強
化

 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

 

・ 

岡
山
大
学
津
山
ス
ク
ー
ル
の
活
動

の
活
性
化

 

・ 

次
世
代
の
公
共
交
通
の
調
査
研
究

 

・「
関
係
人
口
」の
創
出
・
拡
大
の
推
進

 

・ 

県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
と
の

懇
談
会
の
開
催

（㈱セキサン）

（IKOMA　　　
　ロボテック㈱）

（㈱イシン住宅
　　　　研究所）

（㈲林石材店）

（坂田砕石工業㈱）

　

県
北
地
域
の
持
続
的
な
成
長
の
た

め
、
県
南
部
と
比
べ
て
、
低
い
労
働
生

産
性
を
高
め
る
べ
く
「
働
き
方
改
革
」

や
「
多
様
な
人
材
の
活
躍
」
の
推
進
の

た
め
の
環
境
整
備
と
会
員
企
業
の
「
生

の
声
」
の
も
と
に
多
面
的
な
活
動
を
展

開
す
る
。

主
な
事
業

 

・ 

働
き
方
改
革
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進

 

・ 

女
性
活
躍
推
進
と
外
国
人
材
の
活

用
推
進　

 

・ 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
共
生
社
会
）

の
推
進　
　

 

・ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
就
業
の
支

援　
　

展
開
し
、
も
の
づ
く
り
Ｉ
ｏ
Ｔ
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
Ｉ
Ｔ
実
践
塾
の
開
催
な
ど
身
の

丈
に
あ
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
導
入
の
支
援
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
取
引
価
格
適
正
化
に
向
け
て
、
国
や

県
へ
要
望
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
進

め
る
。
併
せ
て
、
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、
首
都
圏
や
海
外
展
開
の

た
め
の
支
援
策
の
調
査
研
究
に
取
組
む
。

主
な
事
業

 

・ 

Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
の
活
用

促
進

 

・ 

も
の
づ
く
り
Ｉ
ｏ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

Ｉ
Ｔ
実
践
塾
の
開
催

 

・ 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
取

引
価
格
適
正
化
対
策
の
調
査
研
究

 

・Society5.0

の
実
現
と
先
進
地
視
察

を
進
め
る
。

主
な
事
業

 

・
創
業
支
援
対
策
の
調
査
研
究

 

・ 

各
個
別
事
業
所
の
課
題
解
決
及
び

伴
走
型
支
援
の
推
進　

 

・ 

Ｉ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
稼
ぐ
力
強

化
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催



3 ２０２０／３月号

津山
商工会議所
所報

　

市
・
県
と
共
同
で
大
都
市
部
か
ら
の

人
材
受
け
入
れ
の
対
策
等
を
推
進
し
、

受
け
入
れ
る
企
業
側
へ
の
支
援
策
等
に

つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。
併
せ
て
、
市

の
移
住
・
定
住
施
策
の
推
進
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
害

者
等
の
就
労
支
援
を
推
進
し
、
将
来
の

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

主
な
事
業

 

・�

都
市
部
の
企
業
の
地
方
移
転
を
促

し
な
が
ら
、
新
た
な
企
業
誘
致
の

支
援

 

・
移
住
・
定
住
へ
の
支
援　

 

・�

農
商
工
連
携
に
よ
る
6
次
産
業
化

の
推
進　

 

・�

木
材
ク
ラ
ス
タ
ー
群
の
形
成
等
の

新
産
業
創
出

　

将
来
の
産
業
振
興
を
担
う
総
合
産
業

会
館
の
建
設
を
め
ざ
し
て
、
金
融
、
公

的
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
含
む
具
体
的
な

構
想
等
の
策
定
を
主
題
と
す
る
。
新
会

館
は
、
他
都
市
に
一
歩
先
ん
じ
た
機
動

的
か
つ
最
先
端
セ
ン
タ
ー
と
し
て
高
度

な
機
能
が
集
積
す
る
施
設
と
す
べ
く
、

当
面
は
、
施
設
建
設
の
場
所
、
施
設
の

レ
イ
ア
ウ
ト
案
、
資
金
計
画
等
の
調
査

研
究
に
取
り
組
む
。

主
な
事
業

 

・�

新
会
館
構
想
及
び
資
金
計
画
等
の

策
定

 

・
建
設
場
所
の
選
定

委員長
 井 上 　 治

委員長
 松 本 裕 之

委員長
 河 本 義 登

委員長
 小 原 茂 揮

委員長
 山 本 俊 彦

雇
用
創
出
・
定
住
・
移
住
支
援
推
進
委
員
会

税
制
・
事
業
承
継
対
策
委
員
会

文
化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会

中
心
市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会

（井上不動産㈱）（㈱松建）

（タカラ産業㈱）

（富士岡山　
　　運搬機㈱）

（㈱ブレイン）

　

民
間
の
事
業
経
営
の
視
点
で
、
観
光

を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
人
材
、
地
域
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
生
産
・
加
工
・
販
売
を

担
う
地
域
商
社
の
開
発
力
の
強
化
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
な
ど
、
観
光

を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
所
得
を
地
域
に

取
り
込
む
た
め
の
戦
略
の
調
査
研
究
を

主
題
と
す
る
。

新
会
館
建
設
準
備
特
別
委
員
会

　

県
北
拠
点
都
市
、
い
わ
ゆ
る
美
作
国

の
中
心
地
と
し
て
の
復
興
と
再
生
を
目

標
と
し
て
、
高
次
の
都
市
機
能
の
集
積

と
生
産
性
の
高
い
、
稼
げ
る
中
心
市
街

地
の
形
成
の
た
め
の
街
区
割
等
を
研
究

し
、
総
合
的
指
標
に
所
得
と
資
産
価
値

の
向
上
を
位
置
づ
け
る
な
ど
、
新
た
な

者
や
新
規
創
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
対

策
の
調
査
研
究
を
進
め
、
地
域
に
と
っ

て
価
値
あ
る
事
業
や
技
術
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
展
開
す

る
。
併
せ
て
、
国
の
税
制
に
よ
る
優
遇

措
置
や
第
三
者
承
継
を
後
押
し
す
る
制

度
の
創
設
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
日

商
を
通
じ
て
要
望
活
動
を
展
開
す
る
。

主
な
事
業

 

・�

事
業
承
継
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

の
開
催

 

・�

消
費
税
増
税
と
軽
減
税
率
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

 
・�
イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
に
関
す
る
説
明

会
等
の
開
催　

 

・�

税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
財
、
イ
ベ

ン
ト
等
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
最
大

化
を
図
る
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
実
装
や
地
域
と
民
間
企
業

が
連
携
し
た
経
済
効
果
を
拡
大
さ
せ
る

施
策
を
研
究
し
、
次
世
代
へ
繋
い
で
い

く
た
め
の
活
動
を
推
進
す
る
。

主
な
事
業

 

・�

観
光
の
産
業
化
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
の
実
装
に
向
け
て
の
調
査
研
究

 

・�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
具
体
的

な
振
興
策
の
調
査
研
究

 

・�

さ
く
ら
ま
つ
り
、ご
ん
ご
ま
つ
り
、秋

の
津
山
ま
つ
り
の
産
業
化
の
推
進

 

・�

ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
（
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
）
の
経
済
効
果
の

取
り
込
み

　

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
し
、
第
三

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策
定
を
活
動
の
主

題
と
す
る
。

主
な
事
業

 

・�

城
下
の
再
整
備
と
中
心
市
街
地
全

体
の
再
生
の
た
め
の
構
想
策
定

 

・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
調
査
研
究

 

・�

拡
大
す
る
空
き
家
・
空
き
地
の
対

策
の
具
体
的
手
法
策
の
研
究　
　

 

・�

鉄
道
網
と
高
速
バ
ス
等
の
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
調
査
研
究



労
働
保
険
事
務
組
合

当
所
労
働
保
険
事
務
組
合

　
　

委
託
事
業
主
の
皆
様
へ

■
津
山
商
工
会
議
所　
労
働
保
険
事
務
組
合

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　

労
働
保
険
料
は
、
保
険
年
度
（
毎
年
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で
）
の
当
初
に
概
算
（
見
込
額
）
で

申
告
納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確
定
額
を
申
告
の
う

え
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
年
度

更
新
手
続
と
い
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
算
定
基
礎
賃
金
の
報
告
等
書
類
を
４
月

上
旬
頃
に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
雇
用
保
険
資
格
取
得
・
退
職
の
届
出

が
漏
れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
給
付
日
額
の
変
更
を
ご
希
望
の
場
合

は
、３
月
末
日
ま
で
に「
給
付
基
礎
日
額
変
更
申
請
書
」

を
岡
山
労
働
局
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

３
月
23
日
︵
月
︶
ま
で
に
事
務
組
合
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
は
、
高
年
齢
労
働
者
（
４

月
１
日
時
点
で
満
64
歳
以
上
の
方
）
に
関
す
る
雇
用
保

険
料
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
年
齢
労
働
者
に
つ

い
て
も
、
他
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
と
同
様
に
、
雇
用

保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
、
最
初
に
到
来
す
る
賃
金

締
日
の
給
与
か
ら
は
、
他
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
と
同

様
に
、
労
働
者
負
担
分
の
雇
用
保
険
料
を
控
除
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
度
更
新
と
は
⋮
⋮

特
別
加
入
の
給
付
基
礎
日
額
の
変
更
に
つ
い
て

労
働
者
負
担
分
の
雇
用
保
険
料
率
（
令
和
元
年
度
）

年
度
更
新
と
は
⋮
⋮

年
度
更
新
と
は
⋮
⋮

会
員
共
済
制
度

年
度
更
新
に
つ
い
て

　
「
ご
ん
ち
ゃ
ん
共
済
︿
引
受
保
険
会
社
：
ア
ク
サ
生

命
保
険
（
株
）﹀」
※
は
４
月
１
日
で
毎
年
自
動
的
に
更

新
さ
れ
ま
す
。
更
新
に
伴
い
月
額
掛
金
が
変
更
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
津
山
商
工
会
議
所
地
域
振
興
課

　
　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　
■
ア
ク
サ
生
命
保
険
（
株
）
津
山
営
業
所

　
　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
９
２
１
６

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
保
険
料
の

免
除
措
置
が
終
了
し
ま
す

　
◆ 

一
般
の
事
業　
⋮　
３
／
１
０
０
０

　
◆ 

建
設
の
事
業　
⋮　
４
／
１
０
０
０

　

※
料
率
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

 

最
新
の
料
率
は
、
年
度
更
新
の
書
類
に
同
封
す
る

「
委
託
事
業
主
の
し
お
り
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「環境社会検定試験（ｅｃｏ検定）® 」とは
多くの企業で推進いただき、これまでに約 47 万人が受験し 28 万人超が合格しています
企業の SDGs への取組みの拡がりを受けて、 今、注目を浴びています
環境社会検定試験（ｅｃｏ検定）® は、
　　・多様化・複雑化する環境問題を幅広く体系的に学べる
　　・ SDGs を理解するための環境基本知識が学べる
　　・環境教育の入門編として、多様な業種・職種の方々が受験している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という特長があり、多くの企業で推進されています。

検定詳細・申込方法等につきましては、東京商工会議所検定試験のホームページをご確認ください。

２０２０年度より、津山商工会議所で
　　　「　　検定®」の施行がスタートします！eco

※ 

入
院
給
付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点
保
障
型
生
活
習

慣
病
一
時
金
特
約
付
定
期
保
険
（
団
体
型
）＋
津
山
商
工
会

議
所
独
自
の
給
付
制
度
（
見
舞
金
・
祝
金
制
度
）

津山
商工会議所
所報
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『
津
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
』

取
扱
店
募
集
の
お
知
ら
せ

■
津
山
商
工
会
議
所　
業
務
推
進
班

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

顧
問
・
参
与
会
議
開
催

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
優
良
小
売
店
表
彰
受
賞
！

27
２

　

ザ
・
シ
ロ
ヤ
マ
テ
ラ
ス
に
於
い
て
、
顧
問
・
参
与
会

議
が
開
催
さ
れ
、
第
31
期
主
要
事
業
並
び
に
委
員
会
の

活
動
方
針
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

42
名
が
出
席
し
、
冒
頭
、
松
田
欣
也
会
頭
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
、
防
止
策
と
し
て
、
懇
親

会
等
の
開
催
自
粛
と
マ
ス
ク
の
着
用
を
呼
び
か
け
、
ウ

イ
ル
ス
を
津
山
圏
域
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
よ
う
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
専
務
理
事
よ
り
第
31
期
の
主
要
事
業
並
び

に
委
員
会
編
成
と
活
動
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の

後
「
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
産
官
学
民
の
一
体
化
に
よ
り
生

き
残
り
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
城
下
を
中
心

に
住
環
境
整
備
。
人
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
す
る

必
要
が
あ
る
」「
関
係
者
に
観
光
都
市
と
し
て
の
お
も

て
な
し
の
意
識
を
再
認
識
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

等
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
個
性
豊
か
な
県
内
の
小
売
店
を
表
彰
す
る
「
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
優
良
小
売
店
表
彰
」
が
本
年
度
も
開

催
さ
れ
、
当
所
会
員
事
業
所
よ
り
次
の
店
舗
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

会議の様子

挨拶をする会頭

○
報
告
事
項

　
①
第
31
期
主
要
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　
減
薬
の
積
極
的
提
案
や
介
護
施
設
の
服
薬
管
理
、
漢

方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
に
よ
る
漢
方
薬
の
販
売
や
、

薬
膳
カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、利
用
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
や
、
小
中
学
校
や
地
域

で
の
各
種
健
康
教
育
な
ど
未
来
の
社
会
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
焙
煎
し
た
て
の
香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
常
時
約
25

種
類
陳
列
し
、
お
客
様
の
好
み
に
応
じ
た
ブ
レ
ン
ド
や

量
で
販
売
す
る
他
、
津
山
の
観
光
資
源
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
ド
リ
ッ
プ
パ
ッ
ク
の
開
発
や
、
専
門
店
な
ら
で
は
の

改
良
を
加
え
「
榕
庵
珈
琲
」
を
承
継
販
売
。
ま
た
、
就

労
支
援
施
設
へ
の
商
品
袋
の
縫
製
委
託
な
ど
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
店
街
の
入
口
に
位
置
す

る
老
舗
の
パ
ン
屋
と
し
て
、

昔
な
が
ら
の
味
を
守
り
つ
つ
、

『
大
き
い
、
安
い
、
旨
い
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
し
い
商

品
も
店
頭
並
べ
、
低
価
格
で

の
提
供
に
挑
戦
し
、
商
店
街

に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大賞

優秀賞奨励賞

㈱
末
田
薬
局
（
田
町
）

㈲
ば
ん
こ
く
津
山
（
沼
）

㈲
シ
ン
プ
ロ
ン
（
元
魚
町
）

　

ま
た
、大
賞
と
優
秀
賞（
２

社
）は
、２
月
19
日
に
岡
山
県

庁
で
表
彰
式
が
あ
り
、
併
せ

て
副
知
事
他
関
係
職
員
や
マ

ス
コ
ミ
に
対
し
、
自
社
の
商

品
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
タ
ウ
ン

情
報
岡
山
（
冊
子
＆W

eb

）

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②�

商
工
会
議
所
の
委
員

会
編
成
と
活
動
方
針

に
つ
い
て

　
③
そ
の
他

津山
商工会議所
所報
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岡
山
大
学
津
山
ス
ク
ー
ル
事
業

岡
山
大
学
の
留
学
生
ら
が
津
山
地
域
を
訪
問

　

２
月
15
日（
土
）岡
山
大
学
の
留
学
生
8
名
と
教
育
学

部
県
北
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
2
名
が
津
山
地

域
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
た
め
津
山
洋
学
資
料
館
な
ど

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
岡
山
大
学
津
山
ス
ク
ー
ル
：
地
域
交
流

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
津
山
洋
学
資

料
館
で
は
、
か
つ
て
津
山
で
栄
え
た
洋
学（
蘭
学
）の
歴

史
に
つ
い
て
学
芸
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
当
時
の

貴
重
な
資
料
な
ど
を
見
学
し
た
の
ち
、
箕
作
阮
甫
旧
宅

な
ど
城
東
の
町
並
み
保
存
地
区
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
研
究
会
の
協
力
で

「
お
好
み
焼
き
三
枝
」
に
て
、
店
長
の
上
山
さ
ん
か
ら

津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
が
津
山
独
自
の
食
肉
文
化
の
歴

史
に
着
想
を
得
て
生
ま
れ
た
こ
と
や
地
域
お
こ
し
活
動

に
つ
い
て
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
田
手
漉
和
紙
工
場
で
は
、横
野
手
漉
き
和
紙

作
り
を
見
学
。
6
代
目
の
上
田
繁
男
さ
ん
か
ら
、
何
十

年
も
前
に
岡
大
の
留
学
生
に
「
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い

文
化
や
伝
統
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
日
本
人
は
普
段

見
向
き
も
し
な
い
。
そ
れ
ら
が
無
く
な
り
そ
う
に
な
っ

た
時
に
慌
て
て
保
存
活
動
を
始
め
る
。
残
す
べ
き
文
化

な
ら
、
な
ぜ
最
初
か
ら
そ
う
し
な
い
の
か
」
と
質
問
さ

れ
た
こ
と
が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

津
山
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
て
も
ら
い
、
地
域
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
気
付
か
さ
れ
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。横野手漉き和紙

津山
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